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横浜青年

人
に
個
性
が
あ
る
よ
う

に
都
市
に
も
個
性
が
あ

る
。
人
も
都
市
も
有
名

に
な
ろ
う
と
躍
起
に
な

り
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
が

そ
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
▼
先
般
、
筆
者
の

郷
里
で
も
あ
る
盛
岡
市
が
、『
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』の「
２
０
２
３

年
に
行
く
べ
き
52
カ
所
」の
ひ
と
つ

と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
次
ぐ
２
番
目

に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
が
発
表

さ
れ
て
以
降
、
国
内
外
か
ら
連
日
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
と
い
う
。

ど
れ
だ
け
多
く
の
宣
伝
広
告
や
観
光

戦
略
よ
り
も
、
た
っ
た
一
つ
の
記
事

が
、
人
と
都
市
を
動
か
し
て
い
る
▼

盛
岡
市
内
ど
こ
か
ら
で
も
眺
め
ら
れ

る
岩
手
山
は
、
石
川
啄
木
や
宮
沢
賢

治
の
詩
歌
で
も
知
ら
れ
て
い
る
の
で

知
名
度
も
高
い
。
宮
沢
賢
治
・
清
六

兄
弟
は
、
盛
岡
の「
下
ノ
橋
教
会
」の

近
所
に
下
宿
し
て
お
り
、
日
曜
日
に

は
礼
拝
に
出
席
し
、
休
暇
に
花
巻
へ

帰
る
と
妹
と
三
人
で
讃
美
歌
を
合
唱

し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の「
下
ノ
橋

教
会
」か
ら
中
津
川
に
架
か
る
橋
を

渡
る
と
新
渡
戸
稲
造
の
座
像
が
あ
る
。

新
渡
戸
没
後
50
年
を
記
念
し
て
生
誕

の
地
に
盛
岡
市
が
建
立
し
た
も
の
だ

▼
１
９
０
０
年
に
新
渡
戸
が
ア
メ
リ

カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
出
版
し

た『
武
士
道
』は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
や

Ｊ
・
Ｆ
ケ
ネ
デ
ィ
の
愛
読
書
で
あ
っ

た
こ
と
は
有
名
な
話
で
あ
る
▼『
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』で
は
、

歴
史
的
建
造
物
や
自
然
、
飲
食
店
な

ど
の「
都
市
の
個
性
」が
紹
介
さ
れ
た

よ
う
だ
が
、
盛
岡
に
は
、
そ
の
豊
か

な
精
神
文
化
の
礎
を
築
い
て
き
た
数

多
く
の「
人
の
個
性
」が
存
在
し
て
き

た
。
せ
っ
か
く
足
を
運
ぶ
の
で
あ
れ

ば
、
盛
岡
ゆ
か
り
の
先
人
た
ち
の
功

績
や
足
跡
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩

い
て
み
て
ほ
し
い
。�

　
（
愛
）

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
青
少
年
教
育
団
体
と

し
て
、
青
少
年
の
体
験
の
機
会
と
教
育
の
機
会

を
創
出
し
、
平
和
を
創
る
担
い
手
と
し
て
の
人

材
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
内
に

あ
る
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
・
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
・
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー

ツ
専
門
学
校
で
は
、介
護
・
ス
ポ
ー
ツ
・
保
育
・

医
療
・
日
本
語
・
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
分
野
に
お

け
る
専
門
職
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
専
門
学
校
教
育
は
、
１
９

７
５
年
の
専
修
学
校
制
度
が
始
ま
る
以
前
か
ら

で
、
１
９
０
２
年
に
私
立
横
浜
英
語
学
校
に
お

い
て
青
年
へ
の
教
育
を
行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り

で
す
。
１
９
５
４
年
に
は
、
職
業
実
務
学
校
を

開
校
し
、
簿
記
や
商
業
実
務
英
語
、
英
文
和
文

タ
イ
プ
な
ど
を
習
得
し
、
社
会
の
即
戦
力
と
な

る
人
材
の
養
成
を
目
指
し
ま
し
た
。
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
厚
木

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
開
設
し
、
１
９
８
５
年
４
月
に
介

護
福
祉
士
を
養
成
す
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専

門
学
校
を
開
設
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
介
護
福
祉
を
と
り
ま
く
現
状
は
、
人

材
確
保
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

に
よ
る
と
、
介
護
福
祉
の
従
事
者
は
、
２
０
２

５
年
に
は
、
約
２
４
３
万
人
が
必
要
と
算
出
さ

れ
、
直
近
の
３
年
間
の
増
員
数
は
平
均
３
・
７

万
人
で
あ
り
、
２
０
２
５
年
時
点
で
は
、
10
万

人
の
従
事
者
が
不
足
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
労
働
実
態
調
査
に
よ
る
と
全
国
で
外
国
籍

労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
事
業
所
は
６
・
２

％
で
新
た
に
活
用
す
る
予
定
が
あ
る
と
い
う
事

業
所
は
11
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
２
０
２

２
年
介
護
労
働
セ
ン
タ
ー
発
表
）。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
３
月
に
卒
業
し
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
介
護
福
祉
科
の
留
学
生

の
中
に
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
日
本
語
学
科
で
日
本

語
を
学
び
、
さ
ら
に
介
護
福
祉
の
学
び
を
重
ね

卒
業
し
た
学
生
も
い
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
学
生
た
ち
全
員
が

４
月
か
ら
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
病
院
、

障
害
者
支
援
施
設
な
ど
に
て
勤
務
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
就
職
指
導
を
担
当
す
る
内
田
智
美

専
任
講
師
は｢

実
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
施
設
や

卒
業
生
が
組
織
す
る
校
友
会
主
催
の
就
職
説
明

会
な
ど
で
、
直
接
先
輩
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
、
安
心
し
て
就
職
活
動
に
取
り
組
め
良
い

結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す｣

と
振
り
返
り

ま
し
た
。
卒
業
を
前
に
学
生
は「
利
用
者
の
気
持

ち
や
病
気
を
理
解
し
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る

意
欲
を
引
き
出
し
、
愛
情
を
持
っ
て
ケ
ア
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
専
門
学
校
で
は
、
い
つ
の
時
代

も
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材
養
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
専
門
職
に
必
要
な
実
践
教
育
に
加
え
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
行
事
や
活
動
を
通
し
て
人
と
出
会

い
、つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
学
び
を
深
め
、

人
に
寄
り
添
い
、
人
に
仕
え
る
こ
と
の
で
き
る

専
門
職
を
こ
れ
か
ら
も
輩
出
し
て
い
き
ま
す
。

青
年
教
育
・
専
門
職
と
し
て
人
に
寄
り
添
い

人
に
仕
え
る
人
材
を
養
成
す
る
専
門
学
校

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
将
来
を
担
い
、
平
和
を
創
る
担
い
手
と
し
て
の
青
少
年
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
主
に
青
年
教
育
と
し
て
の
専
門
学
校
に
お
け
る
教
育
に
つ
い
て
、
今
号
で
は
、
介
護
福

祉
の
担
い
手
を
育
む
こ
と
を
通
し
て
、
専
門
職
と
し
て
の
人
材
養
成
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　横浜 YMCA 学院専門学校や横浜 YMCA
スポーツ専門学校の学生、横浜中央
YMCAのリーダーやスタッフによる「ドッ
ジボール大会」を 1 月に行い27人が参加
しました。2チームに分かれ、3種（普通・
隠れ王様・ボール増やし）のドッジボー
ル大会を行いました。企画・運営は、ユー
ススタッフ（YMCA では35歳までをユー
スとしています）が行い、今後もユース
同士の交流を図り、
地域や社会の課題に
取り組む活動につな
げていきます。

　YMCA 健康福祉専門学校では社会福
祉科（一般養成通信課程 QR 上）・精神
保健福祉科（短期養成通信課程 QR 下）
を設置し、2023年度も100人以上の受
講生が学びをスタートしました。働
きながらでも学べるという通信教育
の強みを活かし、「共に生きる」とい
う YMCA が大切にしている価値に基づ
くソーシャルワーク教育を展開し、
国家資格取得目指すだけで
なく「ポジティブネットのあ
る豊かな社会」の実現に貢献
できる人材を養成します。

　横浜 YMCA スポーツ専門学校の学生と
ユースリーダーは、昨夏に行われた ｢ 平
和へのメッセージ〜未来の子どもたちの
ために〜｣（横浜YMCA国際事業委員会主催）
において、スティーブン・リーパーさん

（NPO 法人平和文化村代表理事）から核廃
絶や平和について学びました。その後、
学生が中心となり｢ 平和の折り鶴ワーク
ショップ ｣を行い、平和のメッセージ交換
や折り鶴の折り方を会
場とオンラインでの参
加者に紹介し、平和に
ついて考えました。

　横浜 YMCA 学院専門学校の学生やシ
ニアボランティアなど英語や中国語な
どを話せるリーダーと一緒に、宿題や
一人ひとりに合った学びを提供してい
る「YMCA こどもにほんごクラブ」（横浜
中央 YMCA）は、年齢もルーツも日本滞
在歴も異なる子どもたちの参加があり
ます。外国につながる子どもたち（小学
生・中学生）の居場所をつくることや、
基礎的な日本語力と
学力の習得をサポー
トすることを目的と
して実施しています。

専門学校生とユースリーダーが
ドッジボールで交流を深める

平和を創る担い手に
祈り鶴ワークショップ

働きながら通信教育で学び
福祉分野の資格取得を目指す

外国につながる子どもたちの
学びを専門学校生がサポート

▲ �YMCA 専門学校で学び仲間とともに専門職を目指す学生たち
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学

校
の
３
校
は
４
月
４
日
に
合
同
で

神
奈
川
県
立
音
楽
堂
に
お
い
て
入

学
式
を
行
っ
た
。
会
場
に
は
新
入

生
と
保
護
者
１
名
の
み
の
入
場
と

す
る
な
ど
感
染
対
策
を
講
じ
た
。

　

第
１
部
礼
拝
で
は
清
水
臣
牧
師

（
日
本
ル
ー
テ
ル
教
団
戸
塚
ル
ー

テ
ル
教
会
）が「
愛
が
な
け
れ
ば
」

を
題
に
、
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の

手
紙
Ⅰ
13
章
１
節
か
ら
３
節
を
用

い
て
愛
に
つ
い
て
説
明
し
、「
愛

が
な
け
れ
ば
無
に
等
し
い
。
一
人

ひ
と
り
に
は
、
ふ
さ
わ
し
く
愛
が

備
え
ら
れ
て
い
て
必
要
に
応
じ
て

愛
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
出
来

る
働
き
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

　

第
２
部
入
学
式
で
は
、
最
初
に

佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
が

新
入
生
の
入
学
を
祝
い
、「
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
の
多
様
な
学
び
か
ら
自
分

自
身
を
成
長
さ
せ
て
人
に
仕
え
る

専
門
職
と
し
て
未
来
を
切
り
拓
い

て
ほ
し
い
」と
成
長
を
期
待
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。
続
い
て
、

工
藤
誠
一
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
長

が「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴
史
あ
る
、
ま

た
一
人
ひ
と
り
の
学
生
を
大
切
に

す
る
教
育
を
通
し
、
学
生
が
人
格

の
成
長
を
遂
げ
る
よ
う
教
職
員
は

サ
ポ
ー
ト
し
、
専
門
職
と
し
て
地

域
や
世
界
の
平
和
に
寄
与
で
き
る

人
材
と
し
て
成
長
で
き
る
学
生
生

活
を
送
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」と
告
辞
を
述
べ

た
。
ま
た
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
の

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
科

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
・
保
育

コ
ー
ス
は
近
畿
大
学
九
州

短
期
大
学
と
の
併
修
に
よ

り
保
育
士
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
取
得
を
し
て
い
る
た

め
、
近
畿
大
学
九
州
短
期

大
学
学
長
か
ら
の
祝
辞
を

岡
隆
一
朗
学
長
代
理
が
読

み
上
げ
た
。
最
後
に
、
各

校
の
在
校
生
が
新
入
生
に

向
け
て
動
画
で
入
学
を
祝

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

た
。
新
入
生
は
、
福
祉
や
ス
ポ
ー

ツ
・
保
育
・
介
護
福
祉
・
日
本
語
・

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
学
び
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校

国
際
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
に
入
学
し

た
テ
ィ
リ
ー 

ミ
ョ
ー
さ
ん（
ミ
ャ

ン
マ
ー
）は｢

毎
日
学
校
に
行
く
こ

と
が
楽
し
み
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
友
だ
ち
と
出
会
い
、
文
化
や

習
慣
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
日
本

語
を
話
す
環
境
に
い
る
こ
と
が
う

れ
し
い
で
す｣

と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
専
門
学

校
の
ほ
か
に
神
奈
川
県
内
に
あ
る

14
の
保
育
園
・
こ
ど
も
園
や
全
日

制
英
語
幼
児
園（YM

CA Global 

Kindergarten

）に
お
い
て
も
入

園
式
が
行
わ
れ
４
６
４
人
の
新
入

学
・
入
園
生
を
迎
え
新
し
い
年
度

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
英
語
幼
児

（YM
CA Global Kindergarten=

YGK

）は
、２
０
０
３
年
に
開
設
し
、

子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
を
英
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

行
い
、
幼
児
園
と
し
て
保
育
と
学

び
を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
探
求
し
、
創
り
出
す
活

動
を
大
切
に
し
て
い
こ
う

と「
Ｙ
Ｇ
Ｋ
サ
イ
エ
ン
ス

ク
ラ
ブ
」を
行
っ
て
い
る
。

サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で

は
、
一
人
ひ
と
り
の
関
心

に
応
じ
て
遊
び
に
集
中
す

る
時
間
と
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
サ
イ
エ
ン
ス
活

動
を
合
わ
せ
て
取
り
組

み
、
自
然
に
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
自
発
的
に
学
ぶ
経
験

を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

４
月
８
日
の
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ

ブ
で
は「
水
と
油
」を
テ
ー
マ
に
実

験
を
行
っ
た
。
透
明
な
カ
ッ
プ
に

注
い
だ
水
の
中
に
油
を
た
ら
し
、

水
と
油
が
分
離
す
る
様
子
を
見
な

が
ら
、
な
ぜ
混
ざ
り
合
わ
な
い
の

か
を
考
え
た
。「
油
は
水
の
上
に

浮
か
ん
だ
泡
み
た
い
」と
表
現
し
、

油
の
に
お
い
を
か
い
で「
た
ま
ご

み
た
い
な
に
お
い
が
す
る
」と
表

現
す
る
な
ど
子
ど
も
た
ち
は
、
見

た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま
を
表
現
し

実
験
を
楽
し
ん
だ
。
サ
イ
エ
ン

ス
ク
ラ
ブ
は
、
毎
週
土
曜
日
、
午

前
９
時
30
分
か
ら
正
午
に
実
施
。

対
象
は
年
中
か
ら
年
長
。
定
員

12
人
。
１
回
４
千
１
５
８
円（
税

込
み
）

ポジティブネットをひろげよう
～今月のよくなる一歩～

失敗を怖がらず
　　チャレンジしよう。 　
失敗を怖がらず
　　チャレンジしよう。 　

　　（Responsibility　責任感）　　（Responsibility　責任感）

 しっぱい  こわ

YMCA Global Kindergarten
サイエンスクラブ「水と油」実験

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

地域の子育てサポート

横浜ＹＭＣＡ専門学校 ３ 校の
合 同 入 学 式 執 り 行 わ れ る
愛 をもって人 に仕える専 門 職として
未 来 を 拓く人 を 目 指 し 研 鑽 を 積 む

　私が高齢者施設の管理者であった時に、昼食を利
用者の方々と一緒に摂りました。そこで、ご高齢の方々
の様子を見せていただきながら、交わりの時を楽し
みにしていました。ある年の七夕の日に、テーブル
でご一緒したご婦人に「今日は、7 月 7 日ですね」と、
声を掛けましたら、ご婦人は「あの日から、戦争の
渦に巻き込まれてしまって…」と、おっしゃいました。

「そうでしたね。盧溝橋の事件から中国全土に戦線が
広がり、国民の誰もが苦労をしたその始まりの日で
したね」と、戦時中の苦労を聞かせていただきました。
そのご婦人にとって、 7 月 7 日は七夕の思いよりも、
あの日中戦争の始まりの日として、脳裏から離れら
れない日であったのです。
　 7 月 7 日と聞いて、盧溝橋事件のことを口にする方は、
今は、ほとんどなく、ある年齢以上の方に限られると
思います。それは、1937年のことで、当時、私は小学
生でした。私の家族は、北朝鮮の田舎に住んでおり、「定
州（チョンジュ）」という町の小学校に汽車通学をし
ておりました。そこは、「平壌（ピヨンヤン）」と、中
国との国境の街、「新義州（シニジュ）」との中間点に
位置してました。急きょ戦時体制となり、軍事輸送が
優先され、軍用物資そして軍人・軍馬が列車で北へ北
へと輸送されるのを目の当たりにしました。
　（元横浜 YMCA 常議員・

元大和 YMCA 運営委員長　髙橋信夫）

体験を平和につなぐ vol.22
7月7日と聞いて

　YMCAあつぎ保育園ホサナでは、
定期的に地域の親子向けに廃材で
の楽器作りや子育て相談などの子
育てプログラムを行っています。
毎回プログラムの終了時に身体測
定を行い数値を記入した手作り
カードを渡しています。
　昨年は、横浜 YMCA の看護師や
栄養士から「発熱した時の食事」に
ついて話をしました。「こんな時
はどうしたらいいの ?」という参
加者の質問に看護師や栄養士の視
点から熱が出て体調が悪い時に避
けたほうがいい食べ物、どんなも
のを食べたらいいかを伝え、少し

でも食べて体力を保ち回復につな
げていけるようアドバイスを行い
ました。
　保育園には、保育士、看護師、
栄養士など、さまざまな専門職員
が関わっています。子育て中の悩
みを多様な視点から一緒に考えて
いき、在園児だけではなく、地域
の親子への情報発信など、子育て
のサポートを進めたいと思います。
　今後もYMCAが地域の親子にとっ
て気軽に集える場所となるよう努
めていきます。
　（YMCA あつぎ保育園ホサナ
　　　　主任　鶴見 菜穂）

　
　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
地
域
活
動
の

一
環
と
し
て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
周
辺
の
清
掃
に

定
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

横
浜
を
世
界
一
き
れ
い
な
港
町
に
し
よ

う
、
世
界
に
誇
れ
る
国
際
都
市
横
浜
の
形

成
に
寄
与
し
て
い
こ
う
と
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
美
し
い
港
町
横
濱
を
つ
く
る
会（
会

長 

加
藤
和
之

氏
・
理
事 

佐

竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
総
主
事
）

で
は
、
４
月
７

日
に
第
25
回
一

斉
清
掃
が
行
わ

れ
、
各
地
域
の

企
業
と
と
も
に

取
り
組
ん
だ
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

か
ら
は
15
人
が

参
加
し
、
横
浜

中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
館
の
あ
る
常

盤
町
か
ら
相
生

町
、
太
田
町
付
近
の
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や

空
き
缶
・
瓶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
清
掃
し

た
。 横浜

美
し
い
港
町
横
濱
を

つ
く
る
会
・
一
斉
清
掃

※�今号からは髙橋信夫氏から寄稿いただいた体験を紹介します。

　

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
共
に
祝

う
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
合
同

イ
ー
ス
タ
ー
早
天
礼
拝
が
４
月
９
日
に
横

浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
チ
ャ
ペ
ル
の
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
32
人（
会
場
22

人
・
オ
ン
ラ
イ
ン
10
人
）の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

礼
拝
で
は
、
孫
裕
久
牧
師（
日
本
キ
リ

ス
ト
教
団
川
崎
戸
手
教
会
）か
ら「
驚
き
と

恐
れ
と
」を
題
に
、
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音

書
16
章
１
節
か
ら
８
節
を
用
い
て
、
河
川

敷
に
暮
ら
す
人
び
と
に
出
会
っ
た
故
関
田

寛
雄
牧
師
が
川
崎
戸
手
教
会
を
開
設
し
た

こ
と
に
触
れ
、
復
活
の
イ
エ
ス
に
出
会
い

驚
き
と
恐
れ
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
出
会
い

（
驚
き
・
み
つ
か
る
）、
驚
き（
共
に
歩
む
・

つ
な
が
る
）に
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
く
こ

と
を
身
近
な
地
域
や
社
会
で
実
現
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

　

礼
拝
後
に
は
、
今
地
裕
美
子
横
浜
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
総
幹
事
な
ら
び
に
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
総
主
事
が
近
況
報
告
を
行
い
、
共
に

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
っ
た
。

横浜
Ｙ
Ｍ
・
Ｙ
Ｗ
で

イ
ー
ス
タ
ー
祝
う

▲�専門学校合同入学式においてメッセージを語る清水臣牧師
▲左下）入学を仲間とともに祝った新入生

▲油は水の上に浮かんだ泡みたいと実験を楽しんだ
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
保
育
事
業
の

は
１
９
８
９
年
に
厚
木
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー｢

ホ

サ
ナ｣

と
し
て
始
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
１
９
９
９
年
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
と
し
て
初
め
て
の
認
可
保
育
園

と
し
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
つ
か
保
育
園

を
開
設
し
た
。
以
降
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

マ
ナ
保
育
園
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
つ
か

え
ら
れ
た
仕
事
に
対
し
真
摯
に
全

力
で
取
り
組
み
、
社
会
に
新
た
な

価
値
を
生
み
出
せ
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

第
２
部
始
業
式
で
同
教
会
上
山

修
平
牧
師
は
、「
持
っ
て
い
る
も

の
で
十
分
」の
題
で
、
２
０
２
３

年
度
の
基
本
聖
句
コ
リ
ン
ト
信
徒

へ
の
手
紙
Ⅱ
８
章
11
節
か
ら
12
節

を
用
い
て
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動

の
根
底
に
あ
る
共
助
の
働
き
の
起

源
を
説
明
し
、
ど
ん
な
時
代
で
も

変
わ
ら
な
い
真
理
を
伝
え
続
け
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
持
続
可
能
に

な
る
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

続
い
て
佐
竹
博
総
主
事
は
全
職
員

に
向
け
て「
平
和
を
創
る
担
い
手

と
し
て
地
域
や
社
会
に
必
要
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
た
。

　

職
員
表
彰
で
は
、
勤
続
10
年
・

25
年
、
２
０
２
２
年
度
下
半
期
に

顕
著
な
働
き
の
あ
っ
た
職
員
を
表

彰
し
た
。
最
後
に「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
︱
私
た
ち
の
使
命
」を
交
読
し
、

新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

5
月
27
日︵
土
︶に

会
員
総
会
を
開
催

　

横
浜
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
会
則

第
19
条
に
基
づ
き
、
２
０
２
３
年

度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
総
会
は
、

５
月
27
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド（
対
面=

聖
光
学
院

ラ
ム
ネ
ホ
ー
ル
＋
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
）に
て
開
催
す

る
こ
と
が
３
月
16
日
に
行
わ
れ
た

理
事
・
常
議
員
会
に
お
い
て
承
認

さ
れ
た
。

　

総
会
の
実
施
方
法
や
決
議
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、
準
備
委
員
会

（
神
作
正
一
郎
委
員
長
）に
お
い
て

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

会
員
総
会
で
は
、
２
０
２
２
年

度
の
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
事
業
、
決

算
報
告
の
ほ
か
、
２
０
２
３
年
度

の
事
業
計
画
・
方
針
、
予
算
案
に

つ
い
て
協
議
、
常
議
員
の
選
出
、

会
員
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
４
月
１

日
に
２
０
２
３
年
度
入
会
・
始
業

式
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
会
場
日
本

キ
リ
ス
ト
教
会
横
浜
海
岸
教
会
・

オ
ン
ラ
イ
ン
）に
て
行
っ
た
。
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
１
８
８
４
年
に
横

浜
海
岸
教
会
の
青
年
た
ち
が
中
心

と
な
り
誕
生
し
た
が
、
同
教
会
で

の
入
会
・
始
業
式
と
な
り
参
加
者

は
１
３
９
年
続
く
歴
史
に
思
い
を

馳
せ
た
。

　

第
一
部
入
会
式
で
は
、
佐
竹
博

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
か
ら
39
人

の
新
入
職
員
一
人
ひ
と
り
に
辞
令

を
手
渡
し
た
。
新
入
職
員
を
代
表

し
、
内
田
悠
希
さ
ん
が「
日
々
与

新
職
39
人
を
迎
え
横
浜
海
岸
教
会
に
て
開
催

２
０
２
３
年
度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
入
会
・
始
業
式

乳
児
保
育
園
を
開
設
、厚
木
の
チ
ャ

イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ホ
サ
ナ
を

２
０
０
３
年
４
月
に
財
団
立
認
可

保
育
園
と
し
た
。
以
降
、
神
奈
川

県
内
に
は
、
14
の
保
育
園
・
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
展
開
し
、

子
ど
も
の
主
体
性
を
育
み
、
自
然

に
触
れ
、
健
康
な
心
と
体
と
豊
か

な
感
性
を
育
む
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

２
０
２
３
年
４
月
に
は
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
と
つ
か
保
育
園

な
ら
び
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
オ
ベ
リ

ン
保
育
園
の
２
園
を
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
と
つ
か
保
育
園
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
つ
る
み
保
育
園
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
い
ず
み
保
育
園
と
合
わ
せ

て
計
５
園
が
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
こ

と
に
な
り
、
教
育
・
保
育
を

一
体
的
に
行
い
、
幼
稚
園
と

保
育
園
の
両
方
の
良
さ
を

合
わ
せ
展
開
し
て
い
る
。
４
月
に

は
14
園
で
総
計
１
０
９
４
人
の
園

児
た
ち
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園
で
新

年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
と
つ
か
保
育
園
で

は
、
保
育
事
業
を
中
心
に
進
め
て

い
る
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
と

し
て
仙
台
ま
つ
り
宝
山
に
よ
る
す

ず
め
踊
り
を
３
月
11
日
・
12
日
に

湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
実
施
し
た
。

　

ま
た
３
月
27
日
に
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
マ
ナ
保
育
園
を
卒
園
し
た
11
人

の
子
ど
も
た
ち
と
中
学
校
の
生
徒

15
人
が
地
域
に
あ
る
商
店
や
病
院
、

郵
便
局
な
ど
14
カ
所
を
訪
問
し
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
手
渡
し
、
日
ご

ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
地

域
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

FLASH NEWS

　厚木ワイズメンズクラブでは、これま
で例会の会場として厚木 YMCA の使用が出
来ませんでしたが、コロナ緩和により、
使 用 が 可 能 に な り、対 面 と オ ン ラ イ ン

（Zoom）のハイブリッド形式で開催でき、
内外共に活気が出てきました。
　活気が出てきたと感じることとして、「活
気その 1 」は、YMCA ホサナ保育園における
紙芝居と絵本の読み聞かせが復活しました。
園児たちとの笑顔に癒され、交流を通し
て若さのパワーをいただいています。
　「活気その 2 」は、YMCA とともに会員同
士が楽しく意思疎通を図りながら、毎月、
講師を招いて卓話を主として切磋琢磨し
ています。参加したくなるような魅力あ
るクラブづくりに邁進しています。

（厚木ワイズメンズクラブ会長　佐藤節子）

魅力あるクラブづくり
厚木ワイズメンズクラブ
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。
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Ｍ
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Ｍ
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瓶
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朝鮮学校の子どもたちが、暴力にさらされ恐
怖を感じることがないよう、｢ 入学おめで

とう」とハングルと日本語で書かれたのぼりを掲
げ、入学式に立ち合い祝う「朝鮮学校入学おめで
とう応援隊」（同応援隊主催/横浜YMCA応援協力）
が、 4 月 2 日に横浜朝鮮初級学校、川崎朝鮮初級
学 校、南 武 朝 鮮 初 級 学 校 に て 行 わ れ た。横 浜
YMCA からは会員やボランティア、スタッフなど
12人が各校に分かれ新入生を見守り祝った。

横浜 YMCA では、3 月18日にウクライナから避
難する人びとのための「Peace Free Shop」

を行った。約30人が来場し、ファイバードライ
ブとして生活協同組合ナチュラルコープヨコハマ
に寄せられた衣類やフードバンクかながわから提
供された食料品や生活用品などを持ち帰った。会
場では青山学院横浜英和小学校の児童から寄せら
れた「平和の祈りの木」のメッセージを紹介した。

子どもの主体性育み自然と触れ、
心と体豊かな感性を育む保育園

4 月に東とつか・オベリン保育園が
幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に

▲幼保連携型認定こども園 YMCA 東とつか保育園
▲ 左下）地域の人に花を届けた子どもたち

▲ 139年前に横浜 YMCA が誕生した横浜
海岸教会に集まった新入職員と入会
を見守り始業式に集まった職員



横 浜 青 年
横浜中央YMCA Tel 045-662-3721
横浜北YMCA Tel 045-433-4321
藤沢YMCA Tel 0466-26-1151
横須賀YMCA Tel 046-854-5126
川崎YMCA Tel 044-932-2031
厚木YMCA Tel 046-244-4181
鎌倉YMCA Tel 0467-24-7859
YMCA山手台センター Tel 045-813-1022
湘南とつかYMCA Tel 045-864-4768
金沢八景YMCA Tel 045-782-3003
YMCA東とつかセンター Tel 045-392-3747
大和YMCAライフサポートセンター Tel 046-264-3192

横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ Tel 045-867-0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン Tel 045-860-5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ Tel 046-222-8619
YMCA山手台保育園アルク Tel 045-813-1022
YMCAとつか保育園 Tel 045-870-3663

Y M C Aマナ保 育 園 Tel 045-790-3588
YMCAとつか乳児保育園 Tel 045-870-3235
YMCAつるみ保育園 Tel 045-500-5030
YMCAかわさき保育園 Tel 044-520-1825
YMCAいずみ保育園 Tel 045-800-3010

YMCA東とつか保育園 Tel 045-820-5588
YMCA東かながわ保育園 Tel 045-440-3763
YMCAたかつ保育園 Tel 044-281-7833
金沢八景YMCA保育園 Tel 045-353-5130
YMCAオベリン保育園 Tel 042-707-9974
大和YMCA保育園 Tel 046-214-3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 0544-54-1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 046-888-2100
鶴 見 中 央 Y M C A Tel 045-508-7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 Tel 045-506-0131
本   部   事   務   局 Tel 045-662-3721横浜YMCA
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●新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく場
合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
2003年に来日したフランス出身のゲストか
らフランス革命前後の「ベルサイユ」をテーマ
として行います。
日　時　5月19日（金）午前10時〜正午
会　場　鎌倉 YMCA・オンライン（Zoom）
テーマ　 The castle of Versailles, before the 

French Revolution and after
ゲスト　ジャン・クリストフ・クロードンさん
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ　鎌倉 YMCA　Tel 0467-24-7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会　
日　時　5月11日（木）午前10時30分〜11時30分
会　場　湘南とつか YMCA 4階
テーマ　イエス・キリストの教えた生き方
講　師　 堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費　無料
問合せ　湘南とつか YMCA　Tel 045-864-4768
　　　　ymsports@yokohamaymca.org

イベント
■ 鎌倉YMCA野外活動クラブ森の空中遊び

「パカブ」に行こう!
日　時　 5月14日（日）午 前8時45分 集 合・午

後5時解散（予定）
集合・解散　鎌倉 YMCA
対　象　小学1年生〜6年生
参加費　会員8,800円　一般9,900円
申込み　 https://bit.ly/40WmkOh
　　　　またはQRコードからお申しください。
その他　 動きやすい服装・靴にてお願いしま

す。長ズボン推奨（スカート不可）。
貸切バス内はマスク推奨。

問合せ　鎌倉 YMCA  Tel 0467-24-7859
※パカブは漁師が編んだ網のこと。南足柄市
にある森の空中遊びパカブで森の中に張り巡
らされたいろいろな形の網で遊びます。
■ ヘルシーキッズデー　ファミリーキャン

プin 三浦
日　時　 5月27日（土）午 後1時 〜28日（日）午

後2時（予定）現地集合・解散
会　場　三浦 YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ
定　員　ファミリー　13組（42人）
参加費　 大 人 〜 中 学 生14,300円、子 ど も

12,100円、3歳〜就園児11,000円
申込み　https://bit.ly/3ogjTaL
　　　　または QR コードにて
問合せ　横浜北 YMCA Tel 045-433-4321

■ 動物園に行こう（金沢動物園）
日　時　 5月21日（日）午前9時30分〜午後4時

30分 集合解散横浜中央 YMCA
対　象　年中〜小学2年生
参加費　3,000円
申込み　https://bit.ly/3KCe1jW
　　　　または QR コードにて　
問合せ　 横浜中央 YMCA ウエルネススポーツ

クラブ  Tel 045-661-0084

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　 5月12日（金）午後2時~3時・24日（水）

午前10時15分〜11時15分
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　Tel 045-663-0676
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　5月19日（金）午前10時30分〜11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム金沢区

支部事務局　Tel 045-352-7110
■プレママDay
日　時　5月23日（火）午前10時30分〜11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ

対　象　第1子妊娠中の方
内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　Tel 045-780-3205

学校説明会
■ YMCA 健康福祉専門学校
日　時　 5月6日（土）・13日（土）・27日（土）*

午前10時〜/* 午後2時〜
内　容　 オープンキャンパス /*AO 入試・学

校説明会
申込み　Tel 046-223-1441
詳細は  https://bit.ly/3OaLjr1
または QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCAスポーツ専門学校
日　時　5月13日（土）午前10時30分〜正午
　　　　5月15日（月）午後6時〜7時30分
内　容　学校・入試説明会
申込み　Tel 045-864-4990
詳細は https://bit.ly/3k50tkH 
または QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCA 学院専門学校　国際情報ビジネス科
日　時　5月27日（土）午後1時〜3時
内　容　オープンキャンパス / 学校説明会
申込み　Tel 045-661-0080
問合せ　gakuin-jl@yokohamaymca.org
または QR コードをご覧ください。
ご都合が合わない場合はご相談くだ
さい。

ウクライナのイースターエッグ
Pysanky（プィーサンキ）づくり

　横浜YMCAでは、3 月31日に「Happy Easter　ウクライナのイースターエッグPysankyを作ろう!」
を開催しました。Pysanky（以下、「プィーサンキ」）は、ろうけつ染めで装
飾された卵で11世紀以後キリスト教の復活祭イースターに用いるイースター
エッグとなりました。
　ウクライナ出身で20年以上プィーサンキづくりに携わるTetyana Solotska

（テチャーナ・ソロツカ）さんが講師を務めた。参加者は、生命のシンボル
である十字（クロス）、太陽、星、波、雨などを描き、色の組み合わせや柄
の大きさも工夫し色鮮やかなイースターエッグが出来上がりました。その後
は、カテリーナさんによるウクライナの紹介と、自家焙煎珈琲店陽のあたる
道の協力によるウクライナ支援シフォンケーキとコーヒーを食し交流の時を
持ちました。参加費の一部は横浜 YMCAウクライナ支援に用いられます。

ウクライナ支援募金受付中
　2023年 4 月からも継続して募金を受け付けて
います。詳細はhttp://bit.ly/ 3sKNfxy
またはQRコードをご覧ください。

富士山 YMCA メインホール
テラスデッキ完成
　2007年の開設から16年目を迎えた富士山
YMCA グローバル・エコ・ヴィレッジでは、施
設の修繕などを進めているが、2023年 2 月から
進めたメインホールテラスデッキのリニューア
ルが 4 月 5日に完成しました。3 月11日に開催
された富士山YMCA 運営委員会では、委員の皆
さんがデッキに立ち、感
触や手すりの高さを確か
め間近の完成を喜んでい
ました。

　日常的な消毒清掃、扉や窓の開放等の感染予防対
策を行っています。施設内におけるマスク着用は、
個人の判断を基本としますが、引き続きのご協力を
お願いします。各クラスやプログラム参加時は、そ
れぞれの留意事項に従い参加をお願いします。

ウイルス感染防止対策の取り組み
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ス

ポ
ー
ツ
専
門
学
校
で
、
楽
し
く
授
業
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
専
門
学
校
の
特
色
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
リ
ー
ダ
ー
活
動

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
専
門
職
と
し
て

必
要
な
学
び
と
し
て
の
授
業（
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
）と
は
別
の
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
活
動

へ
の
学
生
の
参

加
、
例
え
ば
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援

の
よ
う
な
国
際

協
力
、
地
震
や

豪
雨
な
ど
に
よ

る
災
害
支
援
、

世
界
的
な
い
じ

め
反
対
運
動
と

し
て
の
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
の
よ
う
な

社
会
的
活
動
へ
の
参
加
は
、学
生
に
と
っ

て
も
有
意
義
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
に
参
加
し
て
い
る
時
の
学
生
の
活

き
活
き
と
し
た
表
情
や
姿
に
、
授
業
中

の
彼
ら
と
は
異
な
っ
た
面
を
発
見
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
で
の

学
び
は
、
２
年
間
ま
た
は
３
年
間
と
い

う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
社
会
で
の
活

躍
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

以
前
、
入
院
中
の
母
が
、
介
護
福
祉
士

と
し
て
働
い
て
い
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
卒
業

生
に
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

彼
女
が
病
室
に
入
っ
て
く
る
と
、
不
安

げ
な
母
の
表
情
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。

彼
女
の
仕
事
ぶ
り
に
感
心
し
、
彼
女
を

誇
り
に
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
厳
し
く
困
難
な
時
代
に
あ
っ

て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
多
様
性
の
尊
重
や
平

和
の
理
念
に
基
づ
く
活
動
、
な
か
で
も

国
際
的
な
視
野
に
立
て
る
次
世
代
の
人

材
を
育
て
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
教
育
活
動
は
、

重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の
形
で
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▶デスクペン　新緑の5月。新しい環境に慣れてきた頃でしょうか。新しい出会いがあり、つながりがはじまっている方も多くいらっしゃると思います。多くの皆さまとともに平和な地域や社会を創ることにつながる働きができますように。（直）
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▲ 生地ゼミ2021年度卒業前に学生
たちと（前列中央2022年 3 月）


